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(57)【要約】
【課題】認識精度の向上を可能とする音声認識システム
、及び音声認識装置を提供する。
【解決手段】利用者に報知する音声に関する発話情報が
記憶された発話データベースと、発話情報に含まれる第
１発話情報を出力する第１出力手段と、第１発話情報を
認識した利用者から発せられた音声に基づき、音声デー
タを取得する取得手段と、音素認識により、音声データ
に含まれる開始無音区間及び終了無音区間を抽出し、開
始無音区間と終了無音区間との間に挟まれた音素及び休
止区間の配列を、認識対象データとして抽出する抽出手
段と、文字列データベースを参照し、音素情報を選択し
、選択された音素情報に紐づく文字列情報及びクラスＩ
Ｄを、候補データとして複数検出する検出手段と、算出
手段と、選択手段と、生成手段とを備えることを特徴と
する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音声に対応する認識情報を生成する音声認識システムであって、
　利用者に報知する音声に関する発話情報が記憶された発話データベースと、
　前記発話情報に含まれる第１発話情報を出力する第１出力手段と、
　前記第１発話情報を認識した前記利用者から発せられた前記音声に基づき、音声データ
を取得する取得手段と、
　音素認識により、前記音声データに含まれる開始無音区間及び終了無音区間を抽出し、
前記開始無音区間と前記終了無音区間との間に挟まれた音素及び休止区間の配列を、前記
音素認識により認識対象データとして抽出する抽出手段と、
　予め取得された文字列情報と、前記文字列情報に紐づく音素情報と、前記文字列情報に
付与されたクラスＩＤとが記憶された文字列データベースと、
　前記文字列データベースを参照し、前記認識対象データの有する前記配列に対応する前
記音素情報を選択し、選択された前記音素情報に紐づく前記文字列情報及び前記クラスＩ
Ｄを、候補データとして複数検出する検出手段と、
　予め取得された前記クラスＩＤの配列順序を示す文法情報が記憶された文法データベー
スと、
　前記文法データベースを参照し、複数の前記候補データを前記文法情報に基づき組み合
あわせたセンテンスを生成し、前記センテンスに含まれる前記候補データ毎の前記文字列
情報に対する信頼度を、前記文法データベースを用いて算出する算出手段と、
　前記信頼度に基づき、複数の前記候補データから評価データを選択する選択手段と、
　前記評価データに基づき、前記認識情報を生成する生成手段と
　を備えることを特徴とする音声認識システム。
【請求項２】
　前記生成手段のあと、前記認識情報に基づき、前記発話情報に含まれる前記第１発話情
報、又は前記第１発話情報とは異なる第２発話情報を出力する第２出力手段をさらに備え
ること
　を特徴とする請求項１記載の音声認識システム。
【請求項３】
　前記発話データベースには、前記発話情報毎に紐づく返答情報が記憶され、
　前記第２出力手段は、前記認識情報に対し、前記第１発話情報に紐づく第１返答情報と
同等であると判定した場合に、前記第２発話情報を出力すること
　を特徴とする請求項２記載の音声認識システム。
【請求項４】
　前記発話データベースには、前記発話情報毎に紐づく返答情報が記憶され、
　前記第２出力手段は、前記認識情報に対し、前記第１発話情報に紐づく第１返答情報と
同等ではないと判定した場合に、前記第１発話情報を出力すること
　を特徴とする請求項２記載の音声認識システム。
【請求項５】
　予め取得された前記文字列情報と、前記文字列情報を組み合わせた参照センテンスと、
前記文字列情報毎に付与された閾値とが記憶された参照データベースをさらに備え、
　前記生成手段は、
　　前記参照データベースを参照し、前記参照センテンスのうち、前記評価データに対応
する第１参照センテンスを指定する指定手段と、
　　前記評価データに対応する前記信頼度と、前記第１参照センテンスに含まれる第１文
字列情報に付与された第１閾値とを比較する比較手段と、
　を有し、前記比較手段の比較結果に基づき、前記認識情報を生成すること
　を特徴とする請求項１～４の何れか１項記載の音声認識システム。
【請求項６】
　前記認識情報に基づき、参照する前記文字列データベースの内容を選択する設定手段を
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さらに備えること
　を特徴とする請求項１～５の何れか１項記載の音声認識システム。
【請求項７】
　音声に対応する認識情報を生成する音声認識システムであって、
　利用者から発せられた前記音声に基づき、音声データを取得する取得手段と、
　音素認識により、前記音声データに含まれる開始無音区間及び終了無音区間を抽出し、
前記開始無音区間と前記終了無音区間との間に挟まれた音素及び休止区間の配列を、前記
音素認識により認識対象データとして抽出する抽出手段と、
　予め取得された文字列情報と、前記文字列情報に紐づく音素情報と、前記文字列情報に
付与されたクラスＩＤとが記憶された文字列データベースと、
　前記文字列データベースを参照し、前記認識対象データの有する前記配列に対応する前
記音素情報を選択し、選択された前記音素情報に紐づく前記文字列情報及び前記クラスＩ
Ｄを、候補データとして複数検出する検出手段と、
　予め取得された前記クラスＩＤの配列順序を示す文法情報が記憶された文法データベー
スと、
　前記文法データベースを参照し、複数の前記候補データを前記文法情報に基づき組み合
あわせたセンテンスを生成し、前記センテンスに含まれる前記候補データ毎の前記文字列
情報に対する信頼度を、前記文法データベースを用いて算出する算出手段と、
　前記信頼度に基づき、複数の前記候補データから評価データを選択する選択手段と、
　前記評価データに基づき、前記認識情報を生成する生成手段と、
　前記利用者に報知する音声に関する発話情報が記憶された発話データベースと、
　前記認識情報に基づき、前記発話情報に含まれる第１発話情報を出力する出力手段と、
　を備えることを特徴とする音声認識システム。
【請求項８】
　音声に対応する認識情報を生成する音声認識装置であって、
　利用者に報知する音声に関する発話情報が記憶された発話データベースと、
　前記発話情報に含まれる第１発話情報を出力する出力部と、
　前記第１発話情報を認識した前記利用者から発せられた前記音声に基づき、音声データ
を取得する取得部と、
　音素認識により、前記音声データに含まれる開始無音区間及び終了無音区間を抽出し、
前記開始無音区間と前記終了無音区間との間に挟まれた音素及び休止区間の配列を、前記
音素認識により認識対象データとして抽出する抽出部と、
　予め取得された文字列情報と、前記文字列情報に紐づく音素情報と、前記文字列情報に
付与されたクラスＩＤとが記憶された文字列データベースと、
　前記文字列データベースを参照し、前記認識対象データの有する前記配列に対応する前
記音素情報を選択し、選択された前記音素情報に紐づく前記文字列情報及び前記クラスＩ
Ｄを、候補データとして複数検出する検出部と、
　予め取得された前記クラスＩＤの配列順序を示す文法情報が記憶された文法データベー
スと、
　前記文法データベースを参照し、複数の前記候補データを前記文法情報に基づき組み合
あわせたセンテンスを生成し、前記センテンスに含まれる前記候補データ毎の前記文字列
情報に対する信頼度を、前記文法データベースを用いて算出する算出部と、
　前記信頼度に基づき、複数の前記候補データから評価データを選択する選択部と、
　前記評価データに基づき、前記認識情報を生成する生成部と
　を備えることを特徴とする音声認識装置。
【請求項９】
　音声に対応する認識情報を生成する音声認識装置であって、
　利用者から発せられた前記音声に基づき、音声データを取得する取得部と、
　音素認識により、前記音声データに含まれる開始無音区間及び終了無音区間を抽出し、
前記開始無音区間と前記終了無音区間との間に挟まれた音素及び休止区間の配列を、前記
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音素認識により認識対象データとして抽出する抽出部と、
　予め取得された文字列情報と、前記文字列情報に紐づく音素情報と、前記文字列情報に
付与されたクラスＩＤとが記憶された文字列データベースと、
　前記文字列データベースを参照し、前記認識対象データの有する前記配列に対応する前
記音素情報を選択し、選択された前記音素情報に紐づく前記文字列情報及び前記クラスＩ
Ｄを、候補データとして複数検出する検出部と、
　予め取得された前記クラスＩＤの配列順序を示す文法情報が記憶された文法データベー
スと、
　前記文法データベースを参照し、複数の前記候補データを前記文法情報に基づき組み合
あわせたセンテンスを生成し、前記センテンスに含まれる前記候補データ毎の前記文字列
情報に対する信頼度を、前記文法データベースを用いて算出する算出部と、
　前記信頼度に基づき、複数の前記候補データから評価データを選択する選択部と、
　前記評価データに基づき、前記認識情報を生成する生成部と、
　前記利用者に報知する音声に関する発話情報が記憶された発話データベースと、
　前記認識情報に基づき、前記発話情報に含まれる第１発話情報を出力する出力部と、
　を備えることを特徴とする音声認識装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、音声に対応する認識情報を生成する音声認識システム、及び音声認識装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、音声認識に関する技術として、例えば特許文献１の認知機能評価装置や、特許文
献２の発話内容の把握システム等が提案されている。
【０００３】
　特許文献１の認知機能評価装置では、フォルマント解析部は、対象者の音声に含まれる
特定の音素の瞬時音圧の時間変動を対象期間に亘って表している対象データを受け取る。
そして、フォルマント解析部は、対象期間を複数のフレームに分割し、特定のフォルマン
トの周波数を、２つ以上の対象フレームのそれぞれについて求める。特徴解析部は、対象
フレーム毎に求められた特定のフォルマントの周波数について特徴量を求める。評価部は
、特徴量に基づいて対象者の認知機能を評価する。
【０００４】
　特許文献２では、録取された音声データに対して音素基準の音声認識を行ってインデク
シングされたデータを保存し、これを用いて核心語に基づく発話内容を把握することによ
り、発話内容の把握が正確に、手軽に且つ速やかに行われる、録取された音声データに対
する核心語の取出に基づく発話内容の把握システムと、このシステムを用いたインデクシ
ング方法及び発話内容の把握方法等が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１８－５０８４７号公報
【特許文献２】特開２０１５－５３９３６４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ここで、音声認識に関する技術では、様々な分野での応用が期待される一方で、認識精
度の向上が課題として挙げられている。認識精度を向上させるために、音素を用いる方法
が注目を集めているが、音声データから音素の配列を取得する際のバラつき等により、依
然として認識精度の向上が課題として挙げられている。
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【０００７】
　この点、特許文献１では、対象者の音声に基づく特定のフォルマント周波数について特
徴量を求め、特徴量に基づいて対象者の認知機能を評価することで、精度の向上を図って
いる。しかしながら、特許文献１の開示技術では、対象者の発する音声の内容までを認識
することができない。
【０００８】
　また、特許文献２では、核心語に基づく発話内容を把握することにより、発話内容の把
握を実現する技術が開示されている。しかしながら、特許文献２の開示技術では、音素の
類似する核心語が発話内容に含まれる場合、認識精度が悪くなる恐れがある。このような
状況により、認識精度の向上を可能とする音声認識に関する技術が望まれている。
【０００９】
　そこで本発明は、上述した問題に鑑みて案出されたものであり、その目的とするところ
は、認識精度の向上を可能とする音声認識システム、及び音声認識装置を提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　第１発明に係る音声認識システムは、音声に対応する認識情報を生成する音声認識シス
テムであって、利用者に報知する音声に関する発話情報が記憶された発話データベースと
、前記発話情報に含まれる第１発話情報を出力する第１出力手段と、前記第１発話情報を
認識した前記利用者から発せられた前記音声に基づき、音声データを取得する取得手段と
、音素認識により、前記音声データに含まれる開始無音区間及び終了無音区間を抽出し、
前記開始無音区間と前記終了無音区間との間に挟まれた音素及び休止区間の配列を、前記
音素認識により認識対象データとして抽出する抽出手段と、予め取得された文字列情報と
、前記文字列情報に紐づく音素情報と、前記文字列情報に付与されたクラスＩＤとが記憶
された文字列データベースと、前記文字列データベースを参照し、前記認識対象データの
有する前記配列に対応する前記音素情報を選択し、選択された前記音素情報に紐づく前記
文字列情報及び前記クラスＩＤを、候補データとして複数検出する検出手段と、予め取得
された前記クラスＩＤの配列順序を示す文法情報が記憶された文法データベースと、前記
文法データベースを参照し、複数の前記候補データを前記文法情報に基づき組み合あわせ
たセンテンスを生成し、前記センテンスに含まれる前記候補データ毎の前記文字列情報に
対する信頼度を、前記文法データベースを用いて算出する算出手段と、前記信頼度に基づ
き、複数の前記候補データから評価データを選択する選択手段と、前記評価データに基づ
き、前記認識情報を生成する生成手段とを備えることを特徴とする。
【００１１】
　第２発明に係る音声認識システムは、第１発明において、前記生成手段のあと、前記認
識情報に基づき、前記発話情報に含まれる前記第１発話情報、又は前記第１発話情報とは
異なる第２発話情報を出力する第２出力手段をさらに備えることを特徴とする。
【００１２】
　第３発明に係る音声認識システムは、第２発明において、前記発話データベースには、
前記発話情報毎に紐づく返答情報が記憶され、前記第２出力手段は、前記認識情報に対し
、前記第１発話情報に紐づく第１返答情報と同等であると判定した場合に、前記第２発話
情報を出力することを特徴とする。
【００１３】
　第４発明に係る音声認識システムは、第２発明において、前記発話データベースには、
前記発話情報毎に紐づく返答情報が記憶され、前記第２出力手段は、前記認識情報に対し
、前記第１発話情報に紐づく第１返答情報と同等ではないと判定した場合に、前記第１発
話情報を出力することを特徴とする。
【００１４】
　第５発明に係る音声認識システムは、第１発明～第４発明の何れかにおいて、予め取得
された前記文字列情報と、前記文字列情報を組み合わせた参照センテンスと、前記文字列
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情報毎に付与された閾値とが記憶された参照データベースをさらに備え、前記生成手段は
、前記参照データベースを参照し、前記参照センテンスのうち、前記評価データに対応す
る第１参照センテンスを指定する指定手段と、前記評価データに対応する前記信頼度と、
前記第１参照センテンスに含まれる第１文字列情報に付与された第１閾値とを比較する比
較手段と、を有し、前記比較手段の比較結果に基づき、前記認識情報を生成することを特
徴とする。
【００１５】
　第６発明に係る音声認識システムは、第１発明～第５発明の何れかにおいて、前記認識
情報に基づき、参照する前記文字列データベースの内容を選択する設定手段をさらに備え
ることを特徴とする。
【００１６】
　第７発明に係る音声認識システムは、音声に対応する認識情報を生成する音声認識シス
テムであって、利用者から発せられた前記音声に基づき、音声データを取得する取得手段
と、音素認識により、前記音声データに含まれる開始無音区間及び終了無音区間を抽出し
、前記開始無音区間と前記終了無音区間との間に挟まれた音素及び休止区間の配列を、前
記音素認識により認識対象データとして抽出する抽出手段と、予め取得された文字列情報
と、前記文字列情報に紐づく音素情報と、前記文字列情報に付与されたクラスＩＤとが記
憶された文字列データベースと、前記文字列データベースを参照し、前記認識対象データ
の有する前記配列に対応する前記音素情報を選択し、選択された前記音素情報に紐づく前
記文字列情報及び前記クラスＩＤを、候補データとして複数検出する検出手段と、予め取
得された前記クラスＩＤの配列順序を示す文法情報が記憶された文法データベースと、前
記文法データベースを参照し、複数の前記候補データを前記文法情報に基づき組み合あわ
せたセンテンスを生成し、前記センテンスに含まれる前記候補データ毎の前記文字列情報
に対する信頼度を、前記文法データベースを用いて算出する算出手段と、前記信頼度に基
づき、複数の前記候補データから評価データを選択する選択手段と、前記評価データに基
づき、前記認識情報を生成する生成手段と、前記利用者に報知する音声に関する発話情報
が記憶された発話データベースと、前記認識情報に基づき、前記発話情報に含まれる第１
発話情報を出力する出力手段と、を備えることを特徴とする。
【００１７】
　第８発明に係る音声認識装置は、音声に対応する認識情報を生成する音声認識装置であ
って、利用者に報知する音声に関する発話情報が記憶された発話データベースと、前記発
話情報に含まれる第１発話情報を出力する出力部と、前記第１発話情報を認識した前記利
用者から発せられた前記音声に基づき、音声データを取得する取得部と、音素認識により
、前記音声データに含まれる開始無音区間及び終了無音区間を抽出し、前記開始無音区間
と前記終了無音区間との間に挟まれた音素及び休止区間の配列を、前記音素認識により認
識対象データとして抽出する抽出部と、予め取得された文字列情報と、前記文字列情報に
紐づく音素情報と、前記文字列情報に付与されたクラスＩＤとが記憶された文字列データ
ベースと、前記文字列データベースを参照し、前記認識対象データの有する前記配列に対
応する前記音素情報を選択し、選択された前記音素情報に紐づく前記文字列情報及び前記
クラスＩＤを、候補データとして複数検出する検出部と、予め取得された前記クラスＩＤ
の配列順序を示す文法情報が記憶された文法データベースと、前記文法データベースを参
照し、複数の前記候補データを前記文法情報に基づき組み合あわせたセンテンスを生成し
、前記センテンスに含まれる前記候補データ毎の前記文字列情報に対する信頼度を、前記
文法データベースを用いて算出する算出部と、前記信頼度に基づき、複数の前記候補デー
タから評価データを選択する選択部と、前記評価データに基づき、前記認識情報を生成す
る生成部とを備えることを特徴とする。
【００１８】
　第９発明に係る音声認識装置は、音声に対応する認識情報を生成する音声認識装置であ
って、利用者から発せられた前記音声に基づき、音声データを取得する取得部と、音素認
識により、前記音声データに含まれる開始無音区間及び終了無音区間を抽出し、前記開始
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無音区間と前記終了無音区間との間に挟まれた音素及び休止区間の配列を、前記音素認識
により認識対象データとして抽出する抽出部と、予め取得された文字列情報と、前記文字
列情報に紐づく音素情報と、前記文字列情報に付与されたクラスＩＤとが記憶された文字
列データベースと、前記文字列データベースを参照し、前記認識対象データの有する前記
配列に対応する前記音素情報を選択し、選択された前記音素情報に紐づく前記文字列情報
及び前記クラスＩＤを、候補データとして複数検出する検出部と、予め取得された前記ク
ラスＩＤの配列順序を示す文法情報が記憶された文法データベースと、前記文法データベ
ースを参照し、複数の前記候補データを前記文法情報に基づき組み合あわせたセンテンス
を生成し、前記センテンスに含まれる前記候補データ毎の前記文字列情報に対する信頼度
を、前記文法データベースを用いて算出する算出部と、前記信頼度に基づき、複数の前記
候補データから評価データを選択する選択部と、前記評価データに基づき、前記認識情報
を生成する生成部と、前記利用者に報知する音声に関する発話情報が記憶された発話デー
タベースと、前記認識情報に基づき、前記発話情報に含まれる第１発話情報を出力する出
力部と、を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１９】
　第１発明～第７発明によれば、抽出手段は、音素及び休止区間の配列を認識対象データ
として抽出する。また、検出手段は、認識対象データの有する配列に対応する音素情報を
選択し、候補データを検出する。このため、認識対象データにおける音素のみを考慮した
配列に対して候補データを検出する場合に比べ、誤認識を低減させることができる。これ
により、認識精度の向上を図ることが可能となる。
【００２０】
　また、第１発明～第７発明によれば、文字列データベースには、音素と休止区間との配
列に対応する音素情報、及び音素情報に紐づく文字列情報が記憶される。このため、音素
全体に対してパターンマッチングするために記憶するデータに比べて、データ容量の削減
や、データ蓄積の簡易化を実現することができる。
【００２１】
　また、第１発明～第６発明によれば、第１出力手段は、第１発話情報を出力する。この
ため、第１発話情報に対する利用者から発せられた音声を、認識情報として生成すること
ができる。これにより、発話情報に対する利用者の認識力を高精度に評価することが可能
となる。
【００２２】
　特に、第２発明によれば、第２出力手段は、認識情報に基づき、第２発話情報、又は第
１発話情報を出力する。このため、利用者の認識力を評価した結果を、発話として報知す
ることができる。これにより、対話形式による音声認識を実現することが可能となる。
【００２３】
　特に、第３発明によれば、第２出力手段は、認識情報に対し、第１返答情報と同等であ
ると判定した場合に、第２発話情報を出力する。このため、第１発話情報に対して利用者
が発した音声が、所望の内容である場合、第１発話情報とは異なる第２発話情報を報知す
ることができる。これにより、対話形式のバリエーションを増やすことが可能となる。
【００２４】
　特に、第４発明によれば、第２出力手段は、認識情報に対し、第１返答情報と同等では
ないと判定した場合に、第１発話情報を出力する。このため、第１発話情報に対して利用
者が発した音声が所望の内容ではない場合、第１発話情報を再度報知することができる。
これにより、発話練習等のような正確な発話情報を復唱する必要がある場合や、暗号認識
等のような正確な認識を得る必要がある場合にも利用することが可能となる。
【００２５】
　特に、第５発明によれば、比較手段は、信頼度と、第１閾値とを比較する。このため、
複数の候補データから相対的に選択された評価データに対し、閾値による判定も行うこと
で、誤認識をさらに低減させることができる。これにより、認識精度のさらなる向上が可



(8) JP 2020-118803 A 2020.8.6

10

20

30

40

50

能となる。
【００２６】
　特に、第６発明によれば、設定手段は、認識情報に基づき、参照する文字列データベー
スの内容を選択する。このため、特定の状況に応じた音声のみを認識することができる。
これにより、認識精度のさらなる向上を図ることが可能となる。
【００２７】
　第８、９発明によれば、抽出部は、音素及び休止区間の配列を認識対象データとして抽
出する。また、検出部は、認識対象データの有する配列に対応する音素情報を選択し、候
補データを検出する。このため、認識対象データにおける音素のみを考慮した配列に対し
て候補データを検出する場合に比べ、誤認識を低減させることができる。これにより、認
識精度の向上を図ることが可能となる。
【００２８】
　また、第８、９発明によれば、文字列データベースには、音素と休止区間との配列に対
応する音素情報、及び音素情報に紐づく文字列情報が記憶される。このため、音素全体に
対してパターンマッチングするために記憶するデータに比べて、データ容量の削減や、デ
ータ蓄積の簡易化を実現することができる。
【００２９】
　また、第８発明によれば、出力部は、第１発話情報を出力する。このため、第１発話情
報に対する利用者から発せられた音声を、認識情報として出力することができる。これに
より、発話情報に対する利用者の認識力を高精度に評価することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】図１は、本実施形態における音声認識システムの構成の一例を示す模式図である
。
【図２】図２は、本実施形態における音声認識システムの動作の一例を示す模式図である
。
【図３】図３（ａ）は、本実施形態における音声認識装置の構成の一例を示す模式図であ
り、図３（ｂ）は、本実施形態における音声認識装置の機能の一例を示す模式図であり、
図３（ｃ）は、本実施形態における生成部の一例を示す模式図である。
【図４】図４は、本実施形態における音声認識装置の各機能の一例を示す模式図である。
【図５】図５は、文字列データベース、文法データベース、発話データベース、及び参照
データベースの一例を示す模式図である。
【図６】図６（ａ）は、本実施形態における音声認識システムの動作の一例を示すフロー
チャートであり、図６（ｂ）は、生成手段の一例を示すフローチャートであり、図６（ｃ
）は、反映手段の一例を示すフローチャートである。
【図７】図７は、更新手段の一例を示す模式図である。
【図８】図８（ａ）は、更新手段の一例を示すフローチャートであり、図８（ｂ）は、設
定手段の一例を示すフローチャートである。
【図９】図９は、設定手段の一例を示す模式図である。
【図１０】図１０は、条件情報の一例を示す模式図である。
【図１１】図１１は、文字列データベース及び参照データベースの変形例を示す模式図で
ある。
【図１２】図１２は、参照データベースの変形例を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　以下、本発明の実施形態における音声認識システム及び音声認識装置の一例について、
図面を参照しながら説明する。
【００３２】
（音声認識システム１００の構成）
　図１～図５を参照して、本実施形態における音声認識システム１００の構成の一例につ
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いて説明する。図１は、本実施形態における音声認識システム１００の全体の構成を示す
模式図である。
【００３３】
　音声認識システム１００は、利用者の用途に応じて構築された文字列データベース及び
文法データベースを参照し、利用者の音声に対応する認識情報を生成する。文字列データ
ベースには、利用者が発すると想定される文字列（文字列情報）と、文字列に対応する音
素（音素情報）が記憶される。このため、上記文字列及び音素を蓄積することで用途に応
じた認識情報を生成でき、様々な用途に展開することが可能となる。
【００３４】
　特に、文字列データベースに記憶される音素の配列（音素情報）は、音声に含まれる休
止区間を踏まえて分類することで、音声に対する認識情報の精度を飛躍的に向上させるこ
とが可能となることを、発明者が発見した。また、音声認識システム１００では、例えば
文字列データベースに記憶された文字列情報に限定して、音声に対する認識情報を生成す
る。このため、用途毎に文法データベースの内容を変更することで、用途に適した認識情
報を高精度に生成することが可能となる。
【００３５】
　文法データベースには、文字列情報を組み合わせたセンテンスを生成するために必要な
文法情報が記憶される。文法情報は、文字列情報毎に紐づくクラスＩＤの配列順序を示す
情報を複数含む。文法データベースを参照することで、休止区間を踏まえて分類された音
素の配列に基づいて文字列情報を検出したあと、容易に各文字列情報を組み合わせること
ができる。これにより、音声に対する文法を考慮した認識情報を生成することができる。
この結果、利用者等の発する音声の内容を踏まえた音声認識を高精度に実現することが可
能となる。
【００３６】
　図１に示すように、音声認識システム１００は、音声認識装置１を備え、例えば収音装
置２、制御装置３、及びサーバ５の少なくとも何れかを備えてもよい。音声認識システム
１００では、例えば収音装置２等を用いて利用者等の音声を収音し、音声認識装置１を用
いて音声に対する認識情報を生成する。認識情報は、音声を文字列に変換したテキストデ
ータ等のほか、例えば制御装置３等を制御する情報を含み、例えば利用者に報知（返答）
するための音声に関する発話情報を含んでもよい。
【００３７】
　音声認識システム１００では、音声認識装置１に対して、収音装置２や制御装置３が直
接接続されるほか、例えば公衆通信網４を介して接続されてもよい。また、音声認識装置
１に対して、例えば公衆通信網４を介して、サーバ５や利用者等の保有するユーザ端末６
が、公衆通信網４を介して接続されてもよい。なお、音声認識装置１には、収音装置２及
び制御装置３の少なくとも何れかが一体に形成されてもよい。
【００３８】
　音声認識システム１００の用途として、例えば図２に示すように、利用者との疑似対話
や、発声訓練等が、一例として挙げられる。例えば利用者に報知する音声に関する発話情
報に基づき、スピーカ等の制御装置３から音声が出力される（発話情報出力１）。その後
、利用者が音声を認識し、利用者から発せられた音声が、マイク等の収音装置２を用いて
収音される（音声収集）。そして、収音された音声に基づく音声データを音声認識装置１
が取得し、音声データに対する認識情報を生成する（認識情報生成）。生成された認識情
報は、例えば利用者に再度報知するための発話情報を選択するときに用いられ、選択され
た発話情報に基づき、再度制御装置３から音声が出力される（発話情報出力２）。なお、
発話情報出力２では、例えば生成された認識情報に基づき、制御装置３から音声が出力さ
れてもよい。
【００３９】
　＜音声認識装置１＞
　図３（ａ）は、音声認識装置１の構成の一例を示す模式図である。音声認識装置１とし
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て、Ｒａｓｐｂｅｒｒｙ　Ｐｉ（登録商標）等のシングルボードコンピュータが用いられ
るほか、例えばパーソナルコンピュータ（ＰＣ）等の電子機器が用いられてもよい。音声
認識装置１は、筐体１０と、ＣＰＵ（Central Processing Unit）１０１と、ＲＯＭ（Rea
d Only Memory）１０２と、ＲＡＭ（Random Access Memory）１０３と、保存部１０４と
、Ｉ／Ｆ１０５～１０７とを備える。各構成１０１～１０７は、内部バス１１０により接
続される。
【００４０】
　ＣＰＵ１０１は、音声認識装置１全体を制御する。ＲＯＭ１０２は、ＣＰＵ１０１の動
作コードを格納する。ＲＡＭ１０３は、ＣＰＵ１０１の動作時に使用される作業領域であ
る。保存部１０４は、文字列データベース等の各種情報が保存される。保存部１０４とし
て、例えばＳＤメモリーカードのほか、例えばＨＤＤ（Hard Disk Drive）、ＳＳＤ（Sol
id State Drive）等が用いられる。
【００４１】
　Ｉ／Ｆ１０５は、収音装置２、制御装置３、公衆通信網４等との各種情報の送受信を行
うためのインターフェースである。Ｉ／Ｆ１０６は、用途に応じて接続される入力部分１
０８との各種情報の送受信を行うためのインターフェースである。入力部分１０８として
、例えばキーボードが用いられ、音声認識システム１００の管理等を行う利用者等は、入
力部分１０８を介して、各種情報又は音声認識装置１の制御コマンド等を入力又は選択す
る。Ｉ／Ｆ１０７は、用途に応じて接続される出力部分１０９との各種情報の送受信を行
うためのインターフェースである。出力部分１０９は、保存部１０４に保存された各種情
報、認識情報、音声認識装置１の処理状況等を出力する。出力部分１０９として、ディス
プレイが用いられ、例えばタッチパネル式でもよい。この場合、出力部分１０９が入力部
分１０８を含む構成としてもよい。出力部分１０９として、例えばスピーカ機能を備えた
ディスプレイ等の機器が用いられてもよい。なお、Ｉ／Ｆ１０５～Ｉ／Ｆ１０７として、
例えば同一のものが用いられてもよく、各Ｉ／Ｆ１０５～Ｉ／Ｆ１０７として、例えばそ
れぞれ複数のものが用いられてもよい。また、入力部分１０８及び出力部分１０９の少な
くとも何れかは、状況に応じて取り外されてもよい。
【００４２】
　図３（ｂ）は、音声認識装置１の機能の一例を示す模式図である。音声認識装置１は、
取得部１１と、抽出部１２と、記憶部１３と、検出部１４と、算出部１５と、選択部１６
と、生成部１７と、出力部１８とを備える。音声認識装置１は、例えば反映部１９を備え
てもよい。なお、図３（ｂ）に示した各機能は、ＣＰＵ１０１が、ＲＡＭ１０３を作業領
域として、保存部１０４等に記憶されたプログラムを実行することにより実現される。ま
た、各機能の一部は、例えばＪｕｌｉｕｓ等の公知の音素認識技術を含む音声認識エンジ
ンや、Ｐｙｔｈｏｎ等のような公知の汎用プログラミング言語を用いて実現し、各種デー
タの抽出や生成等の処理を行ってもよい。また、各機能の一部は、人工知能により制御さ
れてもよい。ここで、「人工知能」は、いかなる周知の人工知能技術に基づくものであっ
てもよい。
【００４３】
　＜取得部１１＞
　取得部１１は、少なくとも１つの音声データを取得する。取得部１１は、例えば収音装
置２等を用いて収音した音声（音声信号）に対し、ＰＣＭ（pulse code modulation）等
のパルス変調したデータを、音声データとして取得する。取得部１１は、収音装置２の種
類に応じて、例えば複数の音声データを一度に取得してもよい。なお、音声信号をパルス
変調する処理は、収音装置２等により行われるほか、例えば取得部１１により行われても
よい。
【００４４】
　取得部１１は、例えば同時に複数の音声データを取得してもよい。この場合、音声認識
装置１に対して、収音装置２が複数接続されるほか、複数の音声を同時に収音できる収音
装置２が接続されてもよい。なお、取得部１１は、音声データのほか、例えばＩ／Ｆ１０
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５、Ｉ／Ｆ１０６を介して各種情報（データ）を収音装置２等から取得する。
【００４５】
　＜抽出部１２＞
　抽出部１２は、音素認識により、音声データに含まれる開始無音区間及び終了無音区間
を抽出する。また、抽出部１２は、開始無音区間と終了無音区間との間に挟まれた音素及
び休止区間の配列を、音素認識により認識対象データとして抽出する。すなわち、抽出部
１２の基本的な機能は、音素認識技術を用いることにより実現することができる。
【００４６】
　抽出部１２は、例えば１００ミリ秒以上１秒以下の非発話状態（無音区間）を、開始無
音区間及び終了無音区間として抽出する。抽出部１２は、開始無音区間と終了無音区間と
の間に挟まれた区間（音声区間）に対し、音素及び休止区間を割り当てる。抽出部１２は
、それぞれ割り当てられた音素及び休止区間の配列を、認識対象データとして抽出する。
【００４７】
　音素は、母音と、子音とを含む公知のものである。休止区間は、開始無音区間及び終了
無音区間よりも短い区間を示し、例えば音素の区間と同程度の区間（長さ）を示す。抽出
部１２は、例えば各音素の長さ又は認識対象データ全体の長さを判定したあと、休止区間
の長さを設定した上で、音素及び休止区間を割り当てた配列を、認識対象データとして抽
出してもよい。すなわち、抽出部１２は、音素の長さ又は認識対象データ全体の長さに応
じて、休止区間の長さを設定してもよい。
【００４８】
　抽出部１２は、例えば図４に示すように、開始無音区間「silB」及び終了無音区間「si
lE」を抽出し、音声区間における配列「a/k/a/r/i/*/w/o/*/ts/u/k/e/t/e」（*は休止区
間を示す）を、対象認識データとして抽出する。抽出部１２は、例えば１つの音声データ
からそれぞれ異なる配列の対象認識データを複数抽出してもよい。この場合、抽出部１２
における音素及び休止区間の割り当てに伴うバラつきを考慮した音声認識を実施すること
ができる。例えば抽出部１２は、１つ以上５つ以下の対象認識データを抽出することで、
処理時間を抑えた上で、認識精度を高めることができる。なお、抽出部１２は、例えば開
始無音区間及び終了無音区間の少なくとも何れかを含む配列を、対象認識データとして抽
出してもよい。
【００４９】
　休止区間は、例えば呼吸音及びリップノイズの少なくとも何れかを含んでもよい。すな
わち、抽出部１２は、例えば休止区間に含まれる呼吸音及びリップノイズの少なくとも何
れかを、認識対象データとして抽出してもよい。この場合、後述する文字列データベース
に記憶された音素情報に、呼吸音及びリップノイズの少なくとも何れかを含ませることで
、より精度の高い認識情報を生成することが可能となる。
【００５０】
　＜記憶部１３、データベース＞
　記憶部１３は、各種データを保存部１０４に記憶させ、又は各種データを保存部１０４
から取出す。記憶部１３は、必要に応じて保存部１０４に記憶された各種データベースを
取出す。
【００５１】
　保存部１０４には、例えば図５に示すように、文字列データベース、文法データベース
、及び発話データベースが記憶され、例えば参照データベースが記憶されてもよい。
【００５２】
　文字列データベースには、予め取得された文字列情報と、文字列情報に紐づく音素情報
と、文字列情報に付与されたクラスＩＤとが記憶される。文字列データベースは、検出部
１４によって候補データを検出するときに用いられる。
【００５３】
　音素情報は、利用者が発すると想定される音素の配列（例えば第１音素情報「a/k/a/r/
i」等）を複数含む。音素の配列は、休止区間により分離される区間に対応するほか、例
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えば「h/i/*/i/t/e」のように休止区間を含んでもよく、利用条件に応じて任意に設定さ
れる。なお、音素情報は、例えば開始無音区間及び終了無音区間の少なくとも何れかを含
んでもよい。
【００５４】
　文字列情報は、各音素の配列に紐づく文字列（例えば第１文字列情報「明かり」等）を
含む。このため、文字列情報には、単語や形態素等の意味を持つ表現要素が用いられるほ
か、意味を持たない文字列が用いられてもよい。なお、文字列情報は、日本語のほか、例
えば２ヵ国以上の言語を含んでもよく、数字や利用箇所で用いられる略称等の文字列を含
んでもよい。また、同一の文字列情報に対して、異なる音素の配列が紐づけられてもよい
。
【００５５】
　クラスＩＤは、文字列情報に紐づき、文字列情報の単語等が文法上用いられると想定さ
れる配列箇所（例えば第１クラスＩＤ「１」等）を示す。例えば音声の文法（センテンス
）が「対象」＋「助詞」＋「アクション」として表すことができる場合、クラスＩＤとし
て、音声の「対象」となる文字列情報に対して「１」が用いられ、音声の「助詞」となる
文字列情報に対して「２」が用いられ、音声の「アクション」となる文字列情報に対して
「３」が用いられる。
【００５６】
　文法データベースには、予め取得された複数のクラスＩＤの配列順序を示す文法情報が
記憶される。文法データベースは、算出部１５によって信頼度を算出するときに用いられ
る。文法情報として、例えば第１文法情報「１、２、３」が用いられる場合、音声の候補
として「対象」＋「助詞」＋「アクション」を示すセンテンスを生成することができる。
文法情報は、例えば第１文法情報「１、２、３」、第２文法情報「４、５、６」、第３文
法情報「２、１、３」等のクラスＩＤの配列順序を複数含む。
【００５７】
　発話データベースには、予め取得された発話情報が記憶され、例えば返答情報が記憶さ
れてもよい。発話情報は、利用者に報知する音声に関する情報を示し、用途に応じて利用
者が認識できる言語に対応して記憶される。発話情報は、例えば文字列、数値、音素等の
公知のデータ形式で記憶される。発話情報は、例えば制御装置３から発する音声を指定す
る数値やＩＤ等のような、制御装置３を制御するためのデータ形式で記憶されてもよい。
発話情報は、例えばＰＣＭ等のデータ形式で記憶されてもよい。
【００５８】
　返答情報は、発話情報に紐づく情報を示す。返答情報は、認識情報を評価するために用
いられ、例えば認識情報と等しいデータ形式で記憶される。返答情報として、発話情報に
対して利用者の返答として相応しい内容であるか否かを判定できる情報が含まれ、例えば
文字列や音素等のデータ形式が含まれてもよい。
【００５９】
　例えば図５に示すように、発話情報として「おはようございます」（第１発話情報）と
いう内容に対し、返答情報「おはようございます」（第１返答情報）という文字列が紐づ
いている。この場合、第１返答情報が、認識情報と一致するか否かを評価し、利用者から
発せられた音声に対する判定をしてもよい。また、返答情報として、例えば閾値等の数値
を含んでもよい。この場合、返答情報の数値（閾値）を用いて、認識情報に含まれる数値
を評価し、利用者から発せられた音声に対する評価をしてもよい。これにより、音声認識
システム１００では、疑似対話形式の音声認識を実現することができる。
【００６０】
　参照データベースには、予め取得された文字列情報と、文字列を組み合わせた参照セン
テンスと、文字列情報毎に付与された閾値とが記憶され、例えば文字列情報に紐づく音素
情報が記憶されてもよい。参照データベースは、生成部１７によって認識情報を生成する
ときに、必要に応じて用いられる。なお、参照データベースに記憶される文字列情報及び
音素情報は、例えば文字列データベースに記憶される文字列情報及び音素情報と等しくす
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ることで、データ容量を少なくすることができる。
【００６１】
　＜検出部１４＞
　検出部１４は、文字列データベースを参照し、認識対象データの有する音素の配列に対
応する音素情報を選択する。また、検出部１４は、選択された音素情報に紐づく文字列情
報及びクラスＩＤを候補データとして複数検出する。
【００６２】
　検出部１４は、例えば図４に示すように、認識対象データに対応する音素情報「a/k/a/
r/i」、「w/o」、「ts/u/k/e/t/e」を選択し、各音素情報に紐づく文字列情報及びクラス
ＩＤ「明かり/１」、「を/２」、「つけて/３」を、それぞれ候補データとして検出する
。このとき、認識対象データの数に応じて、候補データの数が増加する。なお、各音素の
配列は、予め休止区間毎に区切られて分類されるほか、音素及び休止区間を含む音素情報
に基づいて分類されてもよい。
【００６３】
　＜算出部１５＞
　算出部１５は、文法データベースを参照し、複数の候補データを文法情報に基づき組み
合わせたセンテンスを生成する。また、算出部１５は、センテンスに含まれる候補データ
毎の文字列情報に対する信頼度を、文法データベースを用いて算出する。信頼度の算出に
は、例えば文法データベースを参照したスタックデコーディングサーチが行われる。
【００６４】
　算出部１５は、例えば図４に示すように、第１文法情報「１、２、３」に含まれるクラ
スＩＤ毎に、各候補データ「明かり/１」、「を/２」、「つけて/３」のクラスＩＤを対
応させ、センテンス「明かり/１」「を/２」「つけて/３」を生成する。このとき、例え
ば文法情報が「３、１、２」の場合、センテンスとして「つけて/３」「明かり/１」「を
/２」が生成される。
【００６５】
　算出部１５は、センテンスに含まれる各候補データ「明かり/１」、「を/２」、「つけ
て/３」、に対応する信頼度「０．９８２」、「１．０００」、「０．９９０」を算出す
る。算出部１５は、各候補データの文字列情報に対して０．０００以上１．０００以下の
範囲で信頼度を算出する。
【００６６】
　算出部１５は、例えば各センテンスに対して、優先度を示すランクを設定（図４ではラ
ンク１～ランク５）してもよい。ランクを設定することで、任意のランク下位にランク付
けされたセンテンス（例えばランク６以下）を、評価対象から除外することができる。こ
のため、後述する評価データとして選択される候補データの数を減らすことができ、処理
速度の向上を図ることが可能となる。
【００６７】
　算出部１５は、例えば内容の異なるセンテンスに同一の候補データが含まれる場合、各
候補データにはそれぞれ異なる信頼度を算出してもよい。例えば、第１センテンスに含ま
れる各候補データ「明かり/１」、「を/２」、「つけて/３」に対応する信頼度「０．９
８２」、「１．０００」、「０．９９０」が算出された場合、第２センテンスに含まれる
各候補データ「明かり/１」、「を/２」、「弾いて/３」に対応する信頼度「０．９４２
」、「１．０００」、「０．０２３」が算出される。すなわち、同一の候補データ「明か
り」であっても、センテンスの内容や組み合わせの順序によって、異なる信頼度が算出さ
れてもよい。
【００６８】
　例えば信頼度として、各文字列情報に対して予め設定された値が用いられてもよい。こ
の場合、予め設定された値は、例えば文法データベースに記憶される。上記のほか、例え
ば信頼度として、検出部１４において検出された候補データ（又は候補データの文字列情
報）の種類及び数に応じた相対値が用いられてもよい。例えば検出部１４において検出さ
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れた複数の候補データにおいて、１つのクラスＩＤが付与された文字列情報の種類が多く
なるにつれて、各文字列情報に対して低い信頼度を算出するようにしてもよい。
【００６９】
　＜選択部１６＞
　選択部１６は、信頼度に基づき、複数の候補データから評価データを選択する。選択部
１６は、例えば複数の候補データのうち、クラスＩＤ毎に最も高い信頼度が算出された候
補データを、評価データとして選択する。例えば選択部１６は、同じクラスＩＤ「３」に
おける候補データ「つけて/３/０．９９０」、「弾いて/３/０．０２３」のうち、最も高
い信頼度を有する候補データ「つけて/３/０．９９０」を評価データとして選択する。な
お、選択部１６は、例えば１つのクラスＩＤに対して複数の候補データを、評価データと
して選択してもよい。この場合、後述する生成部１７において、複数の候補データから１
つ選択するようにしてもよい。
【００７０】
　＜生成部１７＞
　生成部１７は、評価データに基づき、認識情報を生成する。生成部１７は、例えば評価
データをテキストや数値等のデータ形式に変換し、認識情報として生成するほか、例えば
評価データを音声データ形式や、制御装置３から音声を発生させるための制御データ形式
に変換し、認識情報として生成してもよい。なお、評価データに基づくテキストや数値等
のデータ形式、音声データ形式、又は制御データ形式に変換する方法は、公知の技術を用
いることができ、必要に応じて各データ形式を蓄積したデータベース等を用いてもよい。
【００７１】
　生成部１７は、例えば指定部１７ａと、比較部１７ｂとを有してもよい。指定部１７ａ
は、参照データベースを参照し、参照センテンスのうち、評価データに対応する第１参照
センテンスを指定する。指定部１７ａは、例えば評価データとして「明かり/１」、「を/
２」、「つけて/３」が選択された場合、図５に示す第１参照センテンスを指定する。こ
の場合、第１参照センテンスに含まれる各文字列情報（第１文字列情報）として、評価デ
ータに含まれる候補データと等しい文字列が指定される。
【００７２】
　比較部１７ｂは、評価データに対応する信頼度と、第１文字列情報に付与された閾値（
第１閾値）とを比較する。比較部１７ｂは、例えば評価データ「明かり」、「を」、「つ
けて」の信頼度「０．９８２」、「１．０００」、「０．９９０」が、第１文字列情報「
明かり」、「を」、「つけて」の第１閾値「０．８００」、「０．９００」、「０．８８
０」以上か否かを比較する。この場合、生成部１７は、比較結果に基づいて認識情報を生
成する。例えば信頼度が第１閾値以上の場合に、生成部１７が認識情報を生成してもよい
。例えば信頼度が第１閾値以上の場合と、第１閾値未満の場合とに応じて、生成部１７が
異なる生成情報を生成してもよい。
【００７３】
　＜出力部１８＞
　出力部１８は、発話情報を出力し、例えば認識情報を出力してもよい。出力部１８は、
Ｉ／Ｆ１０５を介して制御装置３等に発話情報や認識情報を出力する。出力部１８は、例
えばＩ／Ｆ１０７を介して出力部分１０９に発話情報や認識情報を出力してもよい。出力
部１８は、発話情報や認識情報のほか、例えばＩ／Ｆ１０５、Ｉ／Ｆ１０７を介して各種
情報（データ）を制御装置３等に出力する。
【００７４】
　出力部１８は、例えば認識情報に基づき、発話情報（例えば発話情報に含まれる第１発
話情報）を出力する。出力部１８は、例えば出力した第１発話情報に対して生成された認
識情報と、出力した第１発話情報に紐づく第１返答情報とを比較する。出力部１８は、比
較結果に基づき、認識情報に対し、第１返答情報と同等であるか否かを判定し、判定結果
に応じて出力する発話情報を選択する。
【００７５】



(15) JP 2020-118803 A 2020.8.6

10

20

30

40

50

　出力部１８は、公知の技術を用いて、認識情報と返答情報とを比較する。比較方法とし
て、例えば認識情報と、返答情報とが完全一致するか否かを比較するほか、一部一致、又
は類似するか否かを比較してもよい。また、認識情報が数値の場合は、返答情報を閾値と
して、認識情報と返答情報との比較が行われてもよい。なお、比較結果と、判定結果（認
識情報が第１返答情報と同等であるか否か）との紐づけは、予め任意に設定することがで
きる。
【００７６】
　＜反映部１９＞
　反映部１９は、認識情報又は発話情報を評価した利用者等の評価結果を取得し、参照デ
ータベースの閾値に反映させる。反映部１９は、例えば認識情報に対して評価結果が悪い
場合（すなわち、音声データに対して得られる認識情報が、利用者等の発する音声や認識
と乖離している場合）、閾値を変更させることで、認識情報の改善を図る。このとき、例
えば公知の機械学習方法等を用いて、評価結果を閾値に反映させてもよい。
【００７７】
　＜収音装置２＞
　収音装置２は、公知のマイクに加え、例えばＤＳＰ（digital signal processor）を有
してもよい。収音装置２がＤＳＰを有する場合、収音装置２は、マイクによって収音した
音声信号に対しＰＣＭ等のパルス変調したデータ（音声データ）を生成し、音声認識装置
１に送信する。
【００７８】
　収音装置２は、例えば音声認識装置１と直接接続されるほか、例えば公衆通信網４を介
して接続されてもよい。なお、収音装置２が収音機能のみを有する場合、音声認識装置１
がパルス変調したデータを生成してもよい。
【００７９】
　＜制御装置３＞
　制御装置３は、発話情報に基づき、音声を出力する。制御装置３として、スピーカ等の
出力装置が用いられ、例えば収音装置２と一体に設けられた装置が用いられてもよいほか
、スピーカ機能を搭載した任意の端末が用いられてもよい。制御装置３は、例えば音声認
識装置１と直接接続されるほか、例えば公衆通信網４を介して接続されてもよい。
【００８０】
　制御装置３は、例えば発話情報に紐づく音声データが記憶されたデータベースを備えて
もよい。この場合、発話データベースに記憶された発話情報と、音声データとの紐づけが
、予め設定される。制御装置３は、例えば認識情報に基づき、音声を出力してもよい。こ
の場合、制御装置３は、例えば上述した発話データベースが記憶された記憶部を備えても
よい。
【００８１】
　＜公衆通信網４＞
　公衆通信網４は、音声認識装置１が通信回路を介して接続されるインターネット網等で
ある。公衆通信網４は、いわゆる光ファイバ通信網で構成されてもよい。また、公衆通信
網４は、有線通信網には限定されず、無線通信網等の公知の通信網で実現してもよい。
【００８２】
　＜サーバ５＞
　サーバ５には、上述した各種情報が記憶される。サーバ５には、例えば公衆通信網４を
介して送られてきた各種情報が蓄積される。サーバ５には、例えば保存部１０４と同様の
情報が記憶され、公衆通信網４を介して音声認識装置１と各種情報の送受信が行われても
よい。すなわち、音声認識装置１は、保存部１０４の代わりにサーバ５を用いてもよい。
特に、サーバ５に上述した各データベースが保存され、音声認識装置１には、サーバ５に
記憶された各データベースの少なくとも一部が保存されるようにしてもよい。この場合、
サーバ５を用いて音声認識装置１に保存された各データベースを適宜更新することで、音
声認識装置１における更新機能や蓄積するデータ容量を最小限に抑えることができる。こ
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のため、音声認識装置１を公衆通信網４に常時接続しない状態で利用することができ、更
新が必要な場合のみ公衆通信網４に接続するように用いることができる。これにより、音
声認識装置１の利用先を大幅に拡大させることができる。
【００８３】
　＜ユーザ端末６＞
　ユーザ端末６は、例えば音声認識システム１００の利用者等が保有する端末を示す。ユ
ーザ端末６として、主に携帯電話（携帯端末）が用いられ、それ以外ではスマートフォン
、タブレット型端末、ウェアラブル端末、パーソナルコンピュータ、ＩｏＴ（Internet o
f Things）デバイス等の電子機器のほか、あらゆる電子機器で具現化されたものが用いら
れてもよい。ユーザ端末６は、例えば公衆通信網４を介して音声認識装置１と接続される
ほか、例えば音声認識装置１と直接接続されてもよい。利用者等は、例えばユーザ端末６
を介して音声認識装置１から認識情報を取得するほか、例えば収音装置２の代わりにユー
ザ端末６を用いて音声を収音させてもよい。
【００８４】
（音声認識システム１００の動作の一例）
　次に、本実施形態における音声認識システム１００の動作の一例について説明する。図
６（ａ）は、本実施形態における音声認識システム１００の動作の一例を示すフローチャ
ートである。
【００８５】
　＜第１出力手段Ｓ１００＞
　先ず、発話情報に含まれる第１発話情報を出力する（第１出力手段Ｓ１００）。出力部
１８は、例えば記憶部１３を介して保存部１０４から発話データベースに記憶された発話
情報を取出す。出力部１８は、発話情報から特定の発話情報（以下、第１発話情報とする
）を選択し、制御装置３に出力する。制御装置３は、第１発話情報に基づき音声を出力す
る。
【００８６】
　出力部１８が選択する第１発話情報は、予め利用者等により設定されてもよい。第１出
力手段Ｓ１００は、例えば制御装置３や入力部分１０８等から入力された起動指示情報（
例えばデータや音声等）に基づき実行されてもよく、実行のタイミングや起動指示情報に
ついては任意に設定でき、起動指示情報に基づいて第１発話情報が選択されてもよい。
【００８７】
　なお、第１出力手段Ｓ１００では、出力部１８から第１発話情報が出力されるほか、例
えば制御装置３が第１発話情報を出力してもよい。この場合、第１発話情報として、利用
者に報知される音声データが用いられ、音声認識装置１を介さずに、第１出力手段Ｓ１０
０が行われる。
【００８８】
　＜取得手段Ｓ１１０＞
　次に、第１発話情報を認識した利用者から発せられた音声に基づき、音声データを取得
する（取得手段Ｓ１１０）。取得部１１は、収音装置２等により収音された音声に基づき
、音声データを取得する。取得部１１は、例えば記憶部１３を介して保存部１０４に音声
データを保存する。
【００８９】
　＜抽出手段Ｓ１２０＞
　次に、認識対象データを抽出する（抽出手段Ｓ１２０）。抽出部１２は、例えば記憶部
１３を介して保存部１０４から音声データを取出し、音声データに含まれる開始無音区間
及び終了無音区間を、音素認識により抽出する。また、抽出部１２は、開始無音区間と終
了無音区間との間に挟まれた音素及び休止区間の配列を、音素認識により認識対象データ
として抽出する。抽出部１２は、例えば記憶部１３を介して保存部１０４に認識対象デー
タを保存する。なお、抽出部１２は、一度に複数の音声データを取得してもよい。
【００９０】
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　抽出部１２は、例えば１つの音声データから複数の認識データを抽出する。このとき、
複数の認識データは、それぞれ異なる音素及び休止区間の配列を有する（例えば図４の配
列Ａ～配列Ｃ）。抽出部１２は、例えばそれぞれ異なる条件を設定するほか、例えば同一
条件で設定したときにおけるバラつきの範囲内で、複数の認識データを抽出する。
【００９１】
　なお、例えば休止区間が呼吸音及びリップノイズの少なくとも何れかを含むとき、抽出
部１２は、呼吸音及びリップノイズの少なくとも何れかを含む配列を、認識対象データと
して抽出してもよい。
【００９２】
　＜検出手段Ｓ１３０＞
　次に、認識対象データに基づき、候補データを検出する（検出手段Ｓ１３０）。検出部
１４は、例えば記憶部１３を介して保存部１０４から認識対象データを取出す。検出部１
４は、文字列データベースを参照し、認識対象データの有する配列に対応する音素情報を
選択する。また、検出部１４は、選択された音素情報に紐づく文字列情報及びクラスＩＤ
を候補データとして複数検出する。検出部１４は、例えば記憶部１３を介して保存部１０
４に候補データを保存する。なお、認識対象データの有する配列は、例えば一対の休止区
間の間における音素の配列を示し、一対の休止区間の間に他の休止区間が配列されてもよ
い。
【００９３】
　＜算出手段Ｓ１４０＞
　次に、各候補データに対応する信頼度を算出する（算出手段Ｓ１４０）。算出部１５は
、例えば記憶部１３を介して保存部１０４から候補データを取出す。算出部１５は、文法
データベースを参照し、複数の候補データを文法情報に基づき組み合わせたセンテンスを
生成する。また、算出部１５は、センテンスに含まれる候補データ毎に対応する信頼度を
算出する。算出部１５は、例えば記憶部１３を介して保存部１０４に各候補データ及び信
頼度を保存する。算出部１５として、例えばＪｕｌｉｕｓ等の公知の音声認識エンジンが
用いられることで、センテンスの生成及び信頼度の算出が実現されてもよい。
【００９４】
　算出部１５は、文法データベースの文法情報の種類に応じて、複数のセンテンスを生成
することができる。また、算出部１５は、文法情報の種類を選択することで、状況に適し
た音声認識を高精度で実施することができる。
【００９５】
　＜選択手段Ｓ１５０＞
　次に、信頼度に基づき、評価データを選択する（選択手段Ｓ１５０）。選択部１６は、
例えば記憶部１３を介して保存部１０４から候補データ及び信頼度を取出す。選択部１６
は、例えば複数の候補データのうち、クラスＩＤ毎に最も高い信頼度が算出された候補デ
ータを、評価データとして選択する。選択部１６は、例えば記憶部１３を介して保存部１
０４に評価データを保存する。
【００９６】
　＜生成手段Ｓ１６０＞
　次に、評価データに基づき、認識情報を生成する（生成手段Ｓ１６０）。生成部１７は
、例えば記憶部１３を介して保存部１０４から評価データを取出す。生成部１７は、例え
ば上述した公知の技術を用いて評価データを任意のデータに変換し、認識情報として生成
する。
【００９７】
　生成手段Ｓ１６０は、例えば図６（ｂ）に示すように、指定手段Ｓ１６１と、比較手段
Ｓ１６２とを有してもよい。
【００９８】
　指定手段Ｓ１６１は、評価データに対応する第１参照センテンスを指定する。指定部１
７ａは、参照データベースを参照し、参照センテンスのうち、評価データに対応する第１
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参照センテンスを指定する。
【００９９】
　比較手段Ｓ１６２は、評価データに対応する信頼度と、第１参照センテンスに含まれる
第１文字列情報に付与された第１閾値とを比較する。比較部１７ｂは、例えば図４に示す
ように、評価データの信頼度が第１閾値以上の場合に、認識が正しいと判断してもよい。
この後、比較部１７ｂの判断（比較結果）に基づき、認識情報が生成される。なお、比較
部１７ｂにおいて評価データの信頼度が第１閾値未満となり、認識が誤っていると判断し
た場合、そのまま終了するか、抽出手段Ｓ１２０から再度実施するほか、例えば利用者等
に再度音声を発するように促す認識情報を生成し、第２出力手段Ｓ１７０を実施してもよ
い。
【０１００】
　＜第２出力手段Ｓ１７０＞
　その後、必要に応じて、認識情報に基づく発話情報を出力する（第２出力手段Ｓ１７０
）。出力部１８は、例えば発話データベースを参照し、第１出力手段Ｓ１００で出力した
第１発話情報に紐づく第１返答情報と、認識情報とを比較し、比較結果に基づき、認識情
報に対して第１返答情報と同等であるか否かを判定する。出力部１８は、判定結果に応じ
て発話データベースに記憶された発話情報から特定の発話情報を選択し、Ｉ／Ｆ１０５を
介して、制御装置３に選択された発話情報を出力する。その後、制御装置３は、選択され
た発話情報に基づく音声を出力する。これにより、例えば利用者は、自ら発した音声に対
する認識結果を知ることができる。
【０１０１】
　第２出力手段Ｓ１７０は、例えば認識情報に対し、第１返答情報と同等であると判定し
た場合に、第１発話情報とは異なる第２発話情報を選択し、制御装置３に出力してもよい
。この場合、制御装置３は、第１発話情報に基づく音声とは異なり、第２発話情報に基づ
く音声を出力する。
【０１０２】
　また、第２出力手段Ｓ１７０は、例えば認識情報に対し、第１返答情報と同等ではない
と判定した場合に、第１発話情報を選択し、制御装置３に出力してもよい。この場合、制
御装置３は、第１出力手段Ｓ１００と同様に、第１発話情報に基づく音声を出力する。
【０１０３】
　また、第２出力手段Ｓ１７０では、例えば出力部１８から制御装置３に対して認識情報
が出力されてもよい。この場合、制御装置３は、取得した認識情報に基づき、発話データ
ベースに記憶された第２発話情報等を選択し、選択された発話情報に紐づく音声を出力す
る。
【０１０４】
　＜反映手段Ｓ１８０＞
　なお、例えば認識情報又は選択された発話情報を評価した利用者等の評価結果を取得し
、参照データベースの閾値に反映させてもよい（反映手段Ｓ１８０）。この場合、反映部
１９は、取得部１１を介して利用者等が作成した評価結果を取得する。反映部１９は、評
価結果に含まれる評価値等に基づき、比較手段Ｓ１６２における比較の結果が改善（認識
精度が向上）するように、閾値を変更する。
【０１０５】
　なお、反映部１９は、例えば参照データベースのほか、文字列データベース及び文法デ
ータベースの少なくとも何れかに評価結果を反映させてもよい。また、算出部１５が評価
結果に基づき、信頼度の算出に反映させてもよい。
【０１０６】
　これにより、本実施形態における音声認識システム１００の動作が終了する。
【０１０７】
　なお、第１出力手段Ｓ１００、及び第２出力手段Ｓ１７０では、例えば制御装置３の代
わりに、出力部分１０９又はユーザ端末６に対して、発話情報を出力してもよい。この場
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合、出力部分１０９又はユーザ端末６は、発話情報に基づき、音声を出力する。
【０１０８】
　なお、例えば第１出力手段Ｓ１００を実施せずに、取得手段Ｓ１１０から第２出力手段
Ｓ１７０までを実施してもよい。この場合、第２出力手段Ｓ１７０では、例えば出力部１
８は、認識情報に基づき、発話データベースに記憶された返答情報から特定の第１返答情
報を選択し、第１返答情報に紐づく第１発話情報を制御装置３等に出力する。このとき、
出力部１８は、例えば返答情報と、認識情報とを比較し、予め設定された条件（最も近い
もの等）によって、第１発話情報を選択する。
【０１０９】
　例えば音声認識システム１００では、第１出力手段Ｓ１００、又は第２出力手段Ｓ１７
０を実施したあと、任意の期間利用者から音声が発せられなかった場合、再度第１出力手
段Ｓ１００、又は第２出力手段Ｓ１７０を実施するほか、音声認識システム１００を終了
してもよい。再度第１出力手段Ｓ１００、又は第２出力手段Ｓ１７０を実施するとき、例
えば他の返答情報を変更するように設定することができ、例えば任意の回数を超えたら他
の返答情報に変更するように設定することもできる。
【０１１０】
　例えば音声認識システム１００では、第２出力手段Ｓ１７０を実施したあと、取得手段
Ｓ１１０～第２出力手段Ｓ１７０を繰り返し実施してもよい。この場合、例えば第２出力
手段Ｓ１７０において、特定の返答情報を繰り返し選択したとき、任意の回数を超えたら
強制的に他の返答情報を選択してもよい。
【０１１１】
　本実施形態における音声認識システム１００によれば、抽出手段Ｓ１２０は、音素及び
休止区間の配列を認識対象データとして抽出する。また、検出手段Ｓ１３０は、認識対象
データの有する配列に対応する音素情報を選択し、候補データを検出する。このため、認
識対象データにおける音素のみを考慮した配列に対して候補データを検出する場合に比べ
、誤認識を低減させることができる。これにより、認識精度の向上を図ることが可能とな
る。
【０１１２】
　また、本実施形態における音声認識システム１００によれば、文字列データベースには
、音素と休止区間との配列に対応する音素情報、及び音素情報に紐づく文字列情報が記憶
される。このため、音素全体に対してパターンマッチングするために記憶するデータに比
べて、データ容量の削減や、データ蓄積の簡易化を実現することができる。
【０１１３】
　特に、音声認識システム１００の利用される環境を踏まえて、文字列データベースに記
憶される文字列情報を選択することで、データ容量の削減ができ、例えば公衆通信網４に
接続する必要がなく、利用の幅を広げることができる。また、音声データの取得から認識
情報を生成するまでの時間を大幅に短縮することができる。
【０１１４】
　また、本実施形態における音声認識システム１００によれば、第１出力手段Ｓ１００は
、第１発話情報を出力する。このため、第１発話情報に対する利用者から発せられた音声
を、認識情報として生成することができる。これにより、発話情報に対する利用者の認識
力を高精度に評価することが可能となる。
【０１１５】
　また、本実施形態における音声認識システム１００によれば、第２出力手段Ｓ１７０は
、認識情報に基づき、第２発話情報、又は第１発話情報を出力する。このため、利用者の
認識力を評価した結果を、発話として報知することができる。これにより、対話形式によ
る音声認識を実現することが可能となる。
【０１１６】
　また、本実施形態における音声認識システム１００によれば、第２出力手段Ｓ１７０は
、認識情報に対し、第１返答情報と同等であると判定した場合に、第２発話情報を出力す
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る。このため、第１発話情報に対して利用者が発した音声が、所望の内容である場合、第
１発話情報とは異なる第２発話情報を報知することができる。これにより、対話形式のバ
リエーションを増やすことが可能となる。
【０１１７】
　また、本実施形態における音声認識システム１００によれば、第２出力手段Ｓ１７０は
、認識情報に対し、第１返答情報と同等ではないと判定した場合に、第１発話情報を出力
する。このため、第１発話情報に対して利用者が発した音声が所望の内容ではない場合、
第１発話情報を再度報知することができる。これにより、発話練習等のような正確な発話
情報を復唱する必要がある場合や、暗号認識等のような正確な認識を得る必要がある場合
にも利用することが可能となる。
【０１１８】
　また、本実施形態における音声認識システム１００によれば、抽出手段Ｓ１２０は、１
つの音声データから複数の認識対象データを抽出する。このため、音素及び休止区間の配
列にバラつきが発生するような音声データを取得した場合においても、認識精度の低下を
抑制することができる。これにより、認識精度のさらなる向上が可能となる。
【０１１９】
　また、本実施形態における音声認識システム１００によれば、算出手段Ｓ１４０は、セ
ンテンスを複数生成する。すなわち、候補データを組み合わせるパターンが複数存在する
場合においても、全てのパターンに対応するセンテンスを生成することができる。このた
め、例えばパターンマッチングの探索方法等に比べて、誤認識を低減させることができる
。これにより、認識精度のさらなる向上が可能となる。
【０１２０】
　また、本実施形態における音声認識システム１００によれば、比較手段Ｓ１６２は、信
頼度と、第１閾値とを比較する。このため、複数の候補データから相対的に選択された評
価データに対し、閾値による判定も行うことで、誤認識をさらに低減させることができる
。これにより、認識精度のさらなる向上が可能となる。
【０１２１】
　また、本実施形態における音声認識システム１００によれば、反映手段Ｓ１８０は、評
価結果を閾値に反映させてもよい。このため、認識情報が、利用者の認識と乖離している
場合、容易に改善を実施することができる。これにより、持続的な認識精度の向上を実現
することができる。
【０１２２】
　また、本実施形態における音声認識システム１００によれば、休止区間は、呼吸音及び
リップノイズの少なくとも何れかを含んでもよい。このため、音素のみでは判断し難い音
声データの差異に対しても容易に判断でき、認識対象データを抽出することができる。こ
れにより、認識精度のさらなる向上を図ることが可能となる。
【０１２３】
　本実施形態における音声認識装置１によれば、抽出部１２は、音素及び休止区間の配列
を認識対象データとして抽出してもよい。また、検出部１４は、認識対象データの有する
配列に対応する音素情報を選択し、候補データを検出してもよい。このため、認識対象デ
ータにおける音素のみを考慮した配列に対して候補データを検出する場合に比べ、誤認識
を低減させることができる。これにより、認識精度の向上を図ることが可能となる。
【０１２４】
　また、本実施形態における音声認識装置１によれば、文字列データベースには、音素と
休止区間との配列に対応する音素情報、及び音素情報に紐づく文字列情報が記憶されても
よい。このため、音素全体に対してパターンマッチングするために記憶するデータに比べ
て、データ容量の削減や、データ蓄積の簡易化を実現することができる。
【０１２５】
　また、本実施形態における音声認識装置１によれば、出力部１８は、第１発話情報を出
力する。このため、第１発話情報に対する利用者から発せられた音声を、認識情報として
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出力することができる。これにより、発話情報に対する利用者の認識力を高精度に評価す
ることが可能となる。
【０１２６】
（音声認識システム１００の構成の第１変形例）
　次に、本実施形態における音声認識システム１００の第１変形例について説明する。上
述した実施形態と、第１変形例との違いは、生成部１７が更新部１７ｃを有する点である
。なお、上述した構成と同様の構成については、説明を省略する。
【０１２７】
　生成部１７の有する更新部１７ｃは、例えば図７に示すように、候補データ及び信頼度
に基づき、参照データベースに記憶された閾値を更新する。すなわち、候補データ及び信
頼度の内容に応じた値に、閾値を更新することができる。
【０１２８】
　更新部１７ｃは、例えば各クラスＩＤに紐づく複数の信頼度の平均値を算出する。更新
部１７ｃは、算出した平均値に基づき閾値を更新する。
【０１２９】
　閾値を更新する場合、算出された平均値が閾値として用いられるほか、予め設定された
係数を平均値にかけ合わせた値が、更新後の閾値として用いられてもよい。また、更新前
の閾値に対して、係数を平均値にかけ合わせた値を四則演算した結果の値を更新後の閾値
として用いられてもよい。
【０１３０】
　候補データ及び信頼度の内容に基づき閾値を更新することで、例えば音声データにノイ
ズ等が含まれ易い場合においても、音声データの品質に応じた閾値を設定することができ
る。また、１つのクラスＩＤに紐づく文字列情報が多数検出され、各文字列情報の信頼度
が低い場合においても、全ての信頼度が閾値未満になることを防ぐことができる。
【０１３１】
　更新部１７ｃは、例えば各クラスＩＤに紐づく複数の信頼度のうち、最も低い信頼度を
除いた平均値を算出してもよい。この場合、更新後の閾値は、更新前の閾値に比べて高く
なる傾向を示す。これにより、誤認識を低減させることが可能となる。
【０１３２】
　更新部１７ｃは、例えば各クラスＩＤに紐づく複数の信頼度のうち、最も低い信頼度及
び最も高い信頼度を除いた平均値を算出してもよい。この場合、更新後の閾値は、更新前
の閾値に比べて低くなる傾向を示す。これにより、認識率を向上させることができる。ま
た、更新前後における閾値の変動を抑制することができる。
【０１３３】
（音声認識システム１００の動作の第１変形例）
　次に本実施形態における音声認識システム１００の第１変形例について説明する。図８
（ａ）は、第１変形例における更新手段Ｓ１６３の一例を示すフローチャートである。
【０１３４】
　図８（ａ）に示すように、上述した選択手段Ｓ１５０を実施したあと、複数の候補デー
タ、及び複数の信頼度に基づき、参照データベースに記憶された閾値を更新する（更新手
段Ｓ１６３）。更新部１７ｃは、例えば記憶部１３を介して保存部１０４から候補データ
、信頼度、及び参照データベースを取出す。
【０１３５】
　更新部１７ｃは、例えば図７に示すように、ランク１、２、４に含まれるクラスＩＤ「
１」に紐づく複数の信頼度「０．９８２」、「０．９４２」、「０．８９７」の平均値「
０．９４０」を算出する。その後、更新部１７ｃは、例えば算出した平均値に係数（例え
ば０．９）をかけ合わせた値「０．８４６」を、更新後の閾値として用いる。
【０１３６】
　その後、上述した指定手段Ｓ１６１等を実施し、本実施形態における音声認識システム
１００の動作が終了する。
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【０１３７】
　本変形例によれば、更新手段Ｓ１６３における更新部１７ｃは、候補データ及び信頼度
に基づき、閾値を更新する。このため、予め設定された閾値を常に用いる場合に比べて、
取得する音声データにおける品質に応じた認識情報を生成することができる。これにより
、利用できる環境の幅を広げることが可能となる。
【０１３８】
（音声認識システム１００の動作の第２変形例）
　次に本実施形態における音声認識システム１００の第２変形例について説明する。上述
した実施形態と、第２変形例との違いは、設定手段Ｓ１９０を備える点である。なお、上
述した構成と同様の構成については、説明を省略する。
【０１３９】
　設定手段Ｓ１９０は、例えば図８（ｂ）に示すように、生成手段Ｓ１６０の後に実施さ
れる。設定手段Ｓ１９０は、認識情報に基づき、検出手段Ｓ１３０、算出手段Ｓ１４０、
及び指定手段Ｓ１６１の少なくとも何れかにおいて、参照する各データベースの内容を選
択する。設定手段Ｓ１９０の実施後、上述した第２出力手段Ｓ１７０、第１出力手段Ｓ１
００、取得手段Ｓ１１０等が適宜実施される。例えば生成手段Ｓ１６０において、生成部
１７は、生成した認識情報に基づき、検出部１４が参照する文字列データベースの内容を
選択する。文字列データベースの内容が選択されることで、特定の状況に応じた音声のみ
を認識することができる。これにより、認識精度をさらに向上させることが可能となる。
【０１４０】
　ここで、「文字列データベースの内容」とは、文字列データベースに記憶された文字列
情報、クラスＩＤ、及び音素情報を示す。また、「内容を選択」とは、認識情報に基づい
て、文字列データベースに記憶された文字列情報、クラスＩＤ、及び音素情報のうち、一
部を選択することを示す。他のデータベースの内容についても同様である。
【０１４１】
　なお、「特定の状況」とは、例えば音楽を再生するための音声データを認識する状況（
例えば、曲名や曲番号等のみを認識するミュージックモード）等を示す。例えばミュージ
ックモードでは、曲名や曲番号等のような特定の音声を認識する必要があり、他の音声を
認識する必要がない。このため、通常の文字列データベースを用いた場合では、特定の音
声が他の音声と同様に評価されるため、認識できる可能性が著しく低下する事情がある。
これに対し、本実施形態によれば、設定手段Ｓ１９０において文字列データベース等の内
容を選択することができ、特定の音声に対する認識精度を向上させることが可能となる。
【０１４２】
　また、「特定の状況」とは、例えば音声を認識する順序が必要な状況（例えば起動モー
ド）等を示す。例えば起動モードでは、音声を認識する順序によって、音声認識装置１か
ら得られる情報を変える必要がある。このため、通常の文字列データベースを用いた場合
では、順序を認識できない、又は、順序を含む長い文字列等を記憶させる必要があり、汎
用的な利用に向かない事情がある。これに対し、本実施形態によれば、設定手段Ｓ１９０
において、認識した音声の順序に応じて文字列データベース等の内容を選択することがで
きる。このため、文字列データベースに記憶させるデータ容量を最小限に抑えることがで
き、汎用的な利用を実現することが可能となる。
【０１４３】
　文字列データベースには、文字列情報、音素情報、及びクラスＩＤが、認識情報の内容
に応じて選択できる状態で記憶される。また、文法データベースには、文法情報が、認識
情報の内容に応じて選択できる状態で記憶される。例えば認識情報の内容が「ミュージッ
クモードの設定」に関する情報の場合、文字列データベースに記憶された情報のうち、曲
名や曲番号に限定した文字列情報等が選択されるようにでき、文法データベースに記憶さ
れた情報のうち、文字列データベースにおいて選択されたクラスＩＤの配列順序を示す文
法情報が選択されるようにできる。また、選択された文字列データベース及び文法データ
ベースに応じて、参照データベースに記憶された内容が選択されるようにできる。
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【０１４４】
　例えば設定手段Ｓ１９０において、生成部１７は、評価データに基づき生成された認識
情報（例えばミュージックモードに関する情報）に基づき、検出部１４が参照する文字列
データベースの内容を選択する。その後、適宜各出力手段Ｓ１００、Ｓ１７０を実施し、
取得手段Ｓ１１０及び抽出手段Ｓ１２０を実施して認識対象データを抽出した後、検出手
段Ｓ１３０において、検出部１４は、文字列データベースのうち、「ミュージックモード
」に特化した音素情報、文字列情報、及びクラスＩＤを選択して参照する。このため、設
定手段Ｓ１９０を実施しない場合に比べて、特定の内容に対する音素情報等に限定するこ
とができる。これにより、認識精度を飛躍的に向上させることが可能となる。
【０１４５】
　例えば設定手段Ｓ１９０では、認識情報の内容毎に異なるクラスＩＤを選択してもよい
。文字列データベースには、例えばクラスＩＤ「１～１０」、各クラスＩＤが付与された
文字列情報、及び文字列情報に紐づく音素情報が記憶され、そのうち曲名や曲番号に関す
る文字列情報には、クラスＩＤ「５～１０」を付与して記憶される。この場合、設定手段
Ｓ１９０において、「ミュージックモードの設定」に関する認識情報が生成された場合、
設定手段Ｓ１９０においてクラスＩＤ「５～１０」を選択することで、クラスＩＤ「５～
１０」が付与された曲名に関する文字列情報のみを、検出手段Ｓ１３０で検出することが
できる。
【０１４６】
　なお、例えば設定手段Ｓ１９０において、生成部１７は、認識情報に基づき、算出部１
５が参照する文法データベースの内容、及び、指定部１７ａが参照する参照データベース
の内容を選択してもよい。この場合、上述した検出手段Ｓ１３０と同様に、算出手段Ｓ１
４０において、算出部１５は、文法データベースのうち、「ミュージックモード」に特化
したセンテンスの生成、及びセンテンスに含まれる候補データ毎に対応する信頼度を算出
することができる。また、指定手段Ｓ１６１において、指定部１７ａは、参照データベー
スのうち、「ミュージックモード」に特化した第１参照センテンスを指定することができ
る。これにより、特定の状態に応じた音声のみを認識することができ、認識精度を飛躍的
に向上させることが可能となる。
【０１４７】
　例えば図９に示すように、本実施形態における音声認識システム１００において、特定
の音声データ（起動ワード）を予めデータベースに記憶させ、起動ワードを認識したとき
に、設定手段Ｓ１９０が実施されるようにしてもよい。例えば特定の音声データ（図９で
は起動ワードＡ）を認識した場合、設定手段Ｓ１９０において、生成部１７は、認識情報
に基づき、文字列データベースに含まれる文字列データベースＡを選択する。これにより
、その後の検出手段Ｓ１３０において、検出部１４は、文字列データベースＡを参照して
候補データを検出する。このため、設定手段Ｓ１９０を実施する前に比べて、認識する音
声データの種類を限定することができる。
【０１４８】
　なお、例えば図９の文字列データベースＡに示すように、文字列データベースが起動ワ
ードを複数記憶してもよい（図９では起動ワードＢ－１、起動ワードＢ－２）。この場合
、認識した特定の音声データに応じて、選択される文字列データベースの内容を変えるこ
とができる。また、起動ワードに応じて、制御装置３等から出力する音声を変更してもよ
い。この場合、起動ワードを認識したときの認識情報に基づき、適切な発話情報が選択さ
れるように予め設定する。
【０１４９】
　例えば図９では、文字列データベースＡを参照して起動ワードＢ－１を認識した場合、
設定手段Ｓ１９０において、生成部１７は、認識情報に基づき、文字列データベースに含
まれる文字列データベースＢ－１を選択する。また、起動ワードＢ－２を認識した場合、
設定手段Ｓ１９０において、生成部１７は、認識情報に基づき、文字列データベースに含
まれる文字列データベースＢ－２を選択する。このように、複数の起動ワードを用いるこ
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とにより、認識精度の低下を抑制した状態で、認識できる音声の種類を増加させることが
可能となる。
【０１５０】
　また、例えば設定手段Ｓ１９０において文字列データベースを選択したあと、一定期間
に取得手段Ｓ１１０が実施されない場合、文字列データベースの選択を解除してもよい。
この場合、一定期間経過後に取得手段Ｓ１１０が実施される際、選択前の文字列データベ
ースを参照して検出手段Ｓ１３０が実施される。このため、誤って発した音声を認識した
場合や、誤認識した場合におけるやり直しを円滑に実施することができる。なお、文字列
データベースの選択を解除する起動ワードを設定し、予め文字列データベースに記憶して
もよい。
【０１５１】
　なお、設定手段Ｓ１９０において各データベースの内容を選択したあと、例えば第２出
力手段Ｓ１７０において、出力部１８が各データベースの内容を選択（変更）した旨を報
知できる発話情報を出力するようにしてもよい。
【０１５２】
　本変形例によれば、設定手段Ｓ１９０は、認識情報に基づき、参照する文字列データベ
ースの内容を選択する。このため、特定の状況に応じた音声のみを認識することができる
。これにより、認識精度のさらなる向上を図ることが可能となる。
【０１５３】
（取得手段Ｓ１１０の変形例）
　次に、本実施形態における取得手段Ｓ１１０の変形例について説明する。上述した実施
形態と、本変形例との違いは、取得部１１が条件情報を取得する点である。なお、上述し
た構成と同様の構成については、説明を省略する。
【０１５４】
　取得手段Ｓ１１０において取得部１１は、音声データが生成される条件を示す条件情報
を取得する。条件情報は、例えば図１０に示すように、環境情報と、雑音情報と、収音装
置情報と、利用者情報と、音特性情報とを有する。なお、上述した設定手段Ｓ１９０と同
様に、例えば検出部１４は、条件情報に基づき、参照する文字列データベース及び文法デ
ータベースの少なくとも何れかの内容を選択してもよい。また、例えば出力部１８は、条
件情報に基づき、参照する発話データベースから選択される発話情報の選択範囲を設定し
てもよい。また、例えば反映部１９は、参照データベースの閾値の更新に、条件情報を用
いてもよい。
【０１５５】
　条件情報は、例えば収音装置２により生成されるほか、例えば利用者等が予め生成して
もよい。例えば取得部１１は、音声データの一部を条件情報として取得してもよい。例え
ば取得部１１は、入力部分１０８等から入力された情報に基づき、条件情報を取得しても
よい。この場合、例えば最初に取得手段Ｓ１１０が実施されたあと、上述した第１出力手
段Ｓ１００等が実施されてもよい。これにより、音声認識システム１００において実施す
る各手段に、条件情報を反映させることができる。
【０１５６】
　環境情報は、収音装置２の設置された環境に関する情報を有し、例えば屋外、屋内の広
さ等を示す。環境情報を用いることで、例えば屋内における音声の反射条件等を考慮する
ことができ、抽出される認識対象データ等の精度を高めることができる。
【０１５７】
　雑音情報は、収音装置２が収音し得る雑音に関する情報を有し、例えば利用者等以外の
音声、空調音等を示す。雑音情報を用いることで、音声データに含まれる不要なデータを
予め除去でき、抽出される認識対象データ等の精度を高めることができる。
【０１５８】
　収音装置情報は、収音装置２の種類、性能等に関する情報を有し、例えばマイクの数、
マイクの種類等も含まれる。収音装置情報を用いることで、音声データが生成された状況
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に対応したデータベースの選択等ができ、音声認識の精度を高めることができる。
【０１５９】
　利用者情報は、利用者等の人数、国籍、性別等に関する情報を有する。音特性情報は、
音声の声量、音圧、癖、活舌の状態等に関する情報を有する。利用者情報を用いることで
、音声データの特徴を予め限定することができ、音声認識の精度を高めることができる。
【０１６０】
　利用者情報は、例えば利用者の趣味や興味のあることに関する情報を有してもよい。例
えば出力部１８が、利用者情報に基づき、選択する発話情報の選択範囲を設定した場合、
利用者の趣味等にあわせた音声を出力することができる。この場合、第１出力手段Ｓ１０
０～第２出力手段Ｓ１７０を繰り返すことで、利用者毎に適した音声を明確に出力するこ
とができる。
【０１６１】
　本変形例によれば、取得手段Ｓ１１０は、条件情報を取得する。すなわち、取得手段Ｓ
１１０は、音声データを取得する際の周辺環境、音声データに含まれる雑音、音声を採取
する収音装置２の種類等の各種条件を、条件情報として取得する。このため、条件情報に
応じた各手段や各データベースの設定を実施することができる。これにより、利用される
環境等に関わらず、認識精度の向上を図ることが可能となる。
【０１６２】
　また、本変形例によれば、検出手段Ｓ１３０は、条件情報に基づき、参照する文字列デ
ータベースの内容を選択する。このため、文字列データベースには、条件情報毎に異なる
文字列情報等を記憶させておくことで、条件情報毎に適した候補データを検出することが
できる。これにより、条件情報毎における認識精度の向上を図ることが可能となる。
【０１６３】
　また、本変形例によれば、第１出力手段Ｓ１００及び第２出力手段Ｓ１７０の少なくと
も何れかは、条件情報に基づき、選択する発話情報の選択範囲を設定する。このため、利
用者毎に適した音声を出力することができる。これにより、用途の拡大を実現することが
可能となる。なお、条件情報を生成する取得手段Ｓ１１０を、上述した設定手段Ｓ１９０
と組み合わせることで、利用者に適した音声を出力する精度をさらに向上させることがで
きる。
【０１６４】
　また、本変形例によれば、条件情報を取得する取得手段Ｓ１１０を実施したあと、第１
出力手段Ｓ１００～第２出力手段Ｓ１７０等を繰り返すことで、利用者が興味のある質問
等を積み重ねることができ、利用者毎に適した内容の発話情報が選択されるようにするこ
とができる。
【０１６５】
（文字列データベースの変形例）
　次に、本実施形態における文字列データベースの変形例について説明する。上述した実
施形態と、本変形例との違いは、類似文字列情報等が文字列データベースに記憶される点
である。なお、上述した構成と同様の構成については、説明を省略する。
【０１６６】
　文字列データベースには、例えば図１１に示すように、予め取得された類似文字列情報
（図１１では類似文字列情報Ａ～Ｃ）と、類似クラスＩＤ（図１１では類似クラスＩＤ－
Ａ～Ｃ）とが記憶される。類似文字列情報には、上述した文字列情報と同様に、音素情報
が紐づけられる。類似クラスＩＤは、類似文字列情報に付与される。
【０１６７】
　類似文字列情報は、音声認識の対象として設定された文字列情報に対して誤認識する可
能性のある文字列情報を示し、利用者等が予め設定する。類似文字列情報は、文字列情報
に近い音素情報を有し、例えば検出手段Ｓ１３０において、誤認識し易い文字列情報を示
す。例えば文字列情報として「こうないかんきょう」が文字列データベースに記憶されて
いる場合、類似文字列情報として「こうないえん」、「こうさてん」「こうとくてん」等
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の「こうないかんきょう」として誤認識する可能性のある文字列情報が記憶される。
【０１６８】
　類似クラスＩＤは、文字列情報に付与されるクラスＩＤとは異なるＩＤが付与され、図
１１では、文字列情報に付与されたクラスＩＤが「１」に対して、類似文字列情報に付与
された類似クラスＩＤは「９９９９」である。
【０１６９】
　文字列データベースに類似文字列情報及び類似クラスＩＤが記憶されることで、例えば
類似文字列情報が候補データに含まれた場合においても、容易に排除することが可能とな
る。これにより、誤認識に伴う認識情報の生成を抑制することが可能となる。
【０１７０】
　類似文字列情報が候補データに含まれる場合、例えば比較手段Ｓ１６２において排除す
ることができる。例えば図１１に示すように、参照データベースに記憶された類似文字列
には、信頼度の上限を超える閾値（＞１．０００）が予め付与される。このため、評価デ
ータに類似文字列情報が含まれる場合においても、確実に排除することができる。
【０１７１】
　なお、上述した閾値の設定は一例であり、類似文字列情報を排除できる値であれば任意
である。また、例えば算出手段Ｓ１４０、選択手段Ｓ１５０等において、類似クラスＩＤ
を排除するように予め設定してもよい。
【０１７２】
　上記のほか、例えば方言、数字、又は類語等のように、認識したい内容に対して複数の
表現が存在する場合がある。この場合、類似文字列情報を、認識したい文字列情報と同等
の閾値を設定することで、複数の文字列に対して等しい認識情報を生成することができる
。
【０１７３】
　本変形例によれば、文字列データベースには、類似文字列情報と、類似クラスＩＤとが
記憶される。このため、類似文字列情報が候補データに含まれた場合においても、容易に
排除することができる。また、方言や数字等の僅かに異なる音声であっても、同一の内容
として認識させることができる。これらにより、認識精度のさらなる向上を図ることが可
能となる。
【０１７４】
（参照データベースの変形例）
　次に、本実施形態における参照データベースの変形例について説明する。上述した実施
形態と、本変形例との違いは、参照データベースに記憶された情報の内容が異なる点であ
る。なお、上述した構成と同様の構成については、説明を省略する。
【０１７５】
　参照データベースには、例えば図１２に示すように、予め取得された過去の評価データ
、過去の評価データに紐づく参照センテンス、及び過去の評価データと参照センテンスと
の
間における連関度が記憶される。
【０１７６】
　生成部１７は、例えば参照データベースを参照し、過去の評価データのうち、評価デー
タに対応する第１評価データ（図１２の「過去の評価データ」内の破線枠）を選択する。
その後、生成部１７は、参照センテンスのうち、第１評価データに対応する第１参照セン
テンス（図１２の「参照センテンス」内の破線枠）、を取得する。また、生成部１７は、
連関度のうち、第１評価データと第１参照センテンスとの間における第１連関度（図１２
の「６５％」等）を取得する。なお、第１評価データ及び第１参照センテンスは、複数の
データを含んでもよい。
【０１７７】
　生成部１７は、第１連関度の値に基づき、認識情報を生成する。生成部１７は、例えば
第１連関度と、予め取得された閾値と比較し、閾値を上回る第１連関度に紐づく第１参照
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センテンスを参考に、認識情報を生成する。
【０１７８】
　過去の評価データとして、評価データと一部一致又は完全一致する情報が選択されるほ
か、例えば類似（同一概念等を含む）する情報が用いられる。評価データ及び過去の評価
データが複数の文字列間の組み合わせで示される場合、例えば、名詞－動詞、名詞－形容
詞、形容詞－動詞、名詞－名詞の何れかの組み合わせが用いられる。
【０１７９】
　連関度（第１連関度）は、例えば百分率等の３段階以上で示される。例えば参照データ
ベースがニューラルネットワークで構成される場合、第１連関度は、選択された過去の評
価対象情報に紐づく重み変数を示す。
【０１８０】
　上述した参照データベースを用いる場合、３段階以上に設定されている連関度に基づい
て、音声認識を実現できる点に特徴がある。連関度等は、例えば０～１００％までの数値
で記述することができるが、これに限定されるものではなく３段階以上の数値で記述でき
ればいかなる段階で構成されていてもよい。
【０１８１】
　このような連関度等に基づいて、評価データに対する認識情報の候補として選ばれる第
１参照センテンスにおいて、連関度等の高い又は低い順に第１参照センテンスを選択する
ことが可能となる。このように連関度の順に選択することで、状況に見合う可能性の高い
第１参照センテンスを優先的に選択することができる。他方、状況に見合う可能性の低い
第１参照センテンスも除外せずに選択できるため、廃棄対象とせずに認識情報の候補とし
て選択することが可能となる。
【０１８２】
　上記に加え、例えば連関度等が１％のような極めて低い評価も見逃すことなく選択する
ことができる。すなわち、連関度等が極めて低い値であっても、僅かな兆候として繋がっ
ていることを示しており、過度の廃棄対象の選択や誤認を抑制することが可能となる。
【０１８３】
　上述した実施形態における音声認識システム１００及び音声認識装置１は、例えば以下
の用途に用いることができる。
【０１８４】
　＜リハビリ＞
　音声認識システム１００及び音声認識装置１は、例えばリハビリの分野に用いられても
よい。
【０１８５】
　＜＜認知症リハビリ、脳活性トレーニング＞＞
　例えば、上述した第１出力手段Ｓ１００又は第２出力手段Ｓ１７０（出力部１８）を備
えることで、認知症リハビリや、脳活性トレーニング等に用いることができる。例えば、
発話データベースに認知症リハビリや、脳活性トレーニング等に適した発話情報を記憶さ
せることで、認知症患者や脳活性トレーニングを対象者とした音声認識システム１００及
び音声認識装置１の利用が可能となる。
【０１８６】
　＜メディカルチェック＞
　音声認識システム１００及び音声認識装置１は、例えばメディカルチェックの分野に用
いられてもよい。
【０１８７】
　＜＜精神状態チェック＞＞
　例えば、車両等の運転者に対して、運転前の精神状態チェックに用いることができる。
運転前において、運転者の音声に対応する認識情報を生成し、通常の精神状態時に生成さ
れた認識情報と比較する。これにより、運転に適した精神状態か否かの評価を、定量的に
実施することができる。特に、上述した第１出力手段Ｓ１００又は第２出力手段Ｓ１７０
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（出力部１８）を備えることで、対話形式や質問形式の精神状態チェックを実現すること
が可能となる。なお、運転前以外にも、勤務時間前や、病院等において用いてもよい。
【０１８８】
　＜＜音声リラクゼーション＞＞
　例えば、利用者の音声に対応する認識情報に基づき、音楽を流してもよい。
【０１８９】
　＜＜セキュリティチェック＞＞
　例えば、上述した第１出力手段Ｓ１００又は第２出力手段Ｓ１７０（出力部１８）を備
えることで、銀行ＡＴＭやマンションのオートロック等のセキュリティチェックに用いる
ことができる。特に、上述した利用者情報と組み合わせて用いることで、セキュリティレ
ベルを大幅に向上させることが可能となる。
【０１９０】
　＜＜ゲーム＞＞
　例えば、上述した第１出力手段Ｓ１００又は第２出力手段Ｓ１７０（出力部１８）を備
えることで、ゲームと連動した利用が可能となる。例えば音声認識装置１を、利用者がゲ
ームに使用するコントローラ等に接続させることで、認識情報に基づきコントローラ等の
振動や発光等を容易に実現することができる。特に、ゲーム内又は利用者が発する音声を
、ゲームの進行に対応して取得できるようにすることで、タイミングを考慮したコントロ
ーラ等の駆動を実現することができる。これにより、利用者の没入感を高めることが可能
となる。
【０１９１】
　＜＜教育補助＞＞
　例えば、上述した第１出力手段Ｓ１００又は第２出力手段Ｓ１７０（出力部１８）を備
えることで、発声練習、クイズ、演算練習等の教育補助として用いることができる。特に
、利用者との対話形式で用いることで、利用者の認識力やコミュニケーション能力を養う
ことが可能となる。
【０１９２】
　＜接客現場＞
　音声認識システム１００及び音声認識装置１は、例えば接客現場に用いられてもよい。
【０１９３】
　＜＜挨拶の評価＞＞
　例えば、接客業に必要とされる挨拶の評価に用いることができる。例えば模範的な挨拶
に対する乖離度を、認識情報として生成することが可能となる。特に、上述した第１出力
手段Ｓ１００又は第２出力手段Ｓ１７０（出力部１８）を備えることで、接客のシミュレ
ーション等を実現することが可能となり、接客態度等を定量的に評価することが可能とな
る。
【０１９４】
　＜＜注文確認＞＞
　例えば、飲食店等における注文確認に用いることができる。客席等に収音装置２を設置
することで、顧客が注文した内容を認識情報として生成し、店員等に報知することができ
る。特に、上述した第１出力手段Ｓ１００又は第２出力手段Ｓ１７０（出力部１８）を備
えることで、顧客に追加の注文を提案したり、お勧め商品を紹介したりすることができる
。これにより、売上向上に繋げることが可能となる。
【０１９５】
　＜業務効率化＞
　音声認識システム１００及び音声認識装置１は、例えば業務効率化を図るために用いら
れてもよい。
【０１９６】
　＜＜環境ノイズ対策＞＞
　例えば、工事現場や、人混み等の環境ノイズ対策として用いることができる。例えば上
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述した雑音情報等の環境情報を取得することで、環境ノイズを容易に除去することが可能
となる。
【０１９７】
　＜＜報告書作成＞＞
　例えば、生成された認識情報に基づく任意の報告書形式のデータを生成して出力するこ
とで、報告書等の文書作成を容易に実現することが可能となる。この場合、例えば変換さ
れたテキストデータを、ユーザ端末６等に送信してもよい。また、複数の認識情報をまと
めてテキストデータとして変換して出力してもよい。この場合、例えばフィールドワーク
本来の業務をしながらハンズフリーの操作ができるとともに、容易に報告書等を作成する
ことができる。これにより、フィールドワーカーの負担となる報告書業務の効率化や、報
告内容の品質向上を図ることが可能となる。
【０１９８】
　例えば、上述した第１出力手段Ｓ１００又は第２出力手段Ｓ１７０（出力部１８）を備
えることで、報告書の内容を誘導することもできる。例えば第１出力手段Ｓ１００におい
て、出力部１８は、任意の報告書の入力フォーマットに基づく第１発話情報を出力し、利
用者に報告すべき内容（例えば「現在の場所は？」、「担当者は？」、「報告内容は？」
等）を報知する。その後、取得手段Ｓ１１０において、取得部１１は、報知された内容に
対応する利用者の回答内容を含む音声（例えば「東京都」、「○山〇男」、「トンネルの
点検」等）に基づく音声データを取得する。その後、生成手段Ｓ１６０において、音声に
対応して生成された認識情報に基づき、文字列（文章）を含む報告書のデータ（例えばワ
ード、エクセル等）を生成する。生成された報告書のデータは、例えば監督者等の有する
ユーザ端末６等に送信されてもよい。
【０１９９】
　なお、第１出力手段Ｓ１００～生成手段Ｓ１６０を複数繰り返し、複数の文字列を含む
１つの報告書のデータが生成されてもよい。また、報告書のデータには、例えば利用者が
有するユーザ端末６、又は音声認識装置１に搭載された公知の撮像装置（カメラ）等を用
いて撮像された画像データが含まれてもよい。この場合、例えば第１出力手段Ｓ１００に
より、利用者に対して対象物等の撮像を誘導する内容（例えば「修繕前（後）の写真を撮
影してください」等）を、利用者に報知できるようにしてもよい。
【０２００】
　上記に加え、例えば最初に取得手段Ｓ１１０を実施し、取得部１１が上述した条件情報
を取得するようにしてもよい。この場合、例えば工事現場等の騒音環境に関する環境情報
を予め取得することができ、音声認識精度の低下を抑制することが可能となる。なお、例
えば公知のノイズキャンセリング機能を備えた収音装置２等を用いて、騒音環境の影響を
低減させてもよい。
【０２０１】
　＜＜指差喚呼補助＞＞
　例えば、作業現場等の指差喚呼補助として用いられてもよい。特に、指差喚呼の音声に
対応する認識情報が生成されるため、適切な指差喚呼を行ったか否かを判定することがで
きる。これにより、指差喚呼の怠りによる事故等の発生を抑制することが可能となる。ま
た、指差喚呼の音声に対応する認識情報を生成し、保存することができるため、事故等が
発生した場合における原因究明や、再発防止の検討を容易に実現することが可能となる。
【０２０２】
　＜＜無人搬送車の制御＞＞
　例えば、無人搬送車（ＡＧＶ：Automated Guided Vehicle）の制御に用いられてもよい
。この場合、上述した制御装置３をとして、無人搬送車が用いられる。これにより、パソ
コン等による手入力操作を行うことなく、無人搬送車の制御ができ、作業効率の向上を図
ることが可能となる。特に、上述した第１出力手段Ｓ１００又は第２出力手段Ｓ１７０（
出力部１８）を備える場合、例えば無人搬送車への指示確認を復唱させることで、誤動作
を防ぐことができる。これにより、誤動作に伴う作業効率の低下を抑制することが可能と
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なる。
【０２０３】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる
。
【符号の説明】
【０２０４】
１　　　　：音声認識装置
２　　　　：収音装置
３　　　　：制御装置
４　　　　：公衆通信網
５　　　　：サーバ
６　　　　：ユーザ端末
１０　　　：筐体
１１　　　：取得部
１２　　　：抽出部
１３　　　：記憶部
１４　　　：検出部
１５　　　：算出部
１６　　　：選択部
１７　　　：生成部
１７ａ　　：指定部
１７ｂ　　：比較部
１７ｃ　　：更新部
１８　　　：出力部
１９　　　：反映部
１００　　：音声認識システム
１０１　　：ＣＰＵ
１０２　　：ＲＯＭ
１０３　　：ＲＡＭ
１０４　　：保存部
１０５　　：Ｉ／Ｆ
１０６　　：Ｉ／Ｆ
１０７　　：Ｉ／Ｆ
１０８　　：入力部分
１０９　　：出力部分
１１０　　：内部バス
Ｓ１００　：第１出力手段
Ｓ１１０　：取得手段
Ｓ１２０　：抽出手段
Ｓ１３０　：検出手段
Ｓ１４０　：算出手段
Ｓ１５０　：選択手段
Ｓ１６０　：生成手段
Ｓ１６１　：指定手段
Ｓ１６２　：比較手段
Ｓ１６３　：更新手段
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Ｓ１７０　：第２出力手段
Ｓ１８０　：反映手段
Ｓ１９０　：設定手段
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